
見附島の森 ～過去・現在そして未来

石川県立自然史資料館特別展関連イベント

令和 6 年能登半島地震前後で見附島の地形がどのように変わったか、

見附島の森がどう再生してゆくかをお話しします。

日時　2026 年4月29日　　　10:00 ～ 11:30 
会場　石川県立図書館　研修室

講師　石川県立自然史資料館　館長　柳井清治氏

定員　140名

主催　石川県立自然史資料館

共催　石川県立図書館

柳井 清治氏　石川県立自然史資料館　館長　
広島県生まれ。北海道工業大学教授を経て石川県立大学環境科学科教授、現在同大学特任教授。2025 年度
より、石川県立自然史資料館館長。研究分野は森林学、砂防学そして流域環境学など。能登半島においては、
2024 年震災直後から、里山地域に発生した地すべり・崩壊の調査に携わり、自然史の観点から能登半島地
震による被害の解析と里山・里海の再生を目指している。国や県などの技術検討会において、復旧・復興に
向けた提言を行っている。

石川県立自然史資料館で開催中
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